
小諸市 （小諸市空家等対策協議会、長野県、長野県司法書士会他） （別添）

【事業名称】 小諸市空家等対策事業

【事業の特徴】 ・特定空家等指定のための判断基準の検討を行い、様々な観点から市民の不安
（影響）に対応する内容での作成を行った。これは市民の不安の多くは建築物の
倒壊であるが、火災の不安の声や放置されたごみによる２次被害の苦情も寄せ
られていたためである。
・判断基準の運用のためのマニュアル作成し、図説等を盛り込むことで専門的な
知識等がなくても現場での判断可能なものにした。
・担当となった職員が相続人調査の事務に携わったことのない可能性も検討し、
相続人捜索のための検討マニュアルの作成を行い、フローチャートで検討しやす
くより分かりやすいものにした。

【取組の経緯（解決すべき課題と現実的に困っている内容）】

課題の大分類 課題の小分類 課題に関して現実的に困っている内容（具体例含む）

(1)特定空家等の
判断基準の作成

①判断をするための
知識がない。

・専門的な知識を有する職員（技術職等）は限られているため、ほ
とんどの職員が判断できるだけの知識がない。現在の担当職員も
事務職であり、建築物の専門的な知識はない。

②小諸市の実情に合
わせた判断基準がな
い。

・国のガイドラインの判断基準の参考項目も一般的なものであるた
め、小諸市で発生している苦情・相談に合致するものがない。
・景観については、街並みや歴史など、地域ごとに検討する必要が
ある。

(2)真に相続人が
不存在であるか
否かの検討方法

真に相続人が不存在
であるかの調査が難
しい。

・相続人調査自体が難しく、相続人不存在であるとされる空家に対
しての次のアクションが取れない。
・どこまで調査した段階で十分に調査を行ったと判断すればよいの
か、見極めることが難しい。
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小諸市 （小諸市空家等対策協議会、長野県、長野県司法書士会他） （別添）

【主な事業項目と取組内容・方法】

大項目 細項目 取組内容・方法

(1)特定空家等の
判断基準の作成

①庁内会議の開催 ・庁内の関係課との検討を重ねた。既存の規制や計画等との整
合性を図りつつ、項目内容を検討した。また、検討段階で実際の
空家等に適用させながら、再検討を行った

②専門家との検討の
ための協議会の開催

・小諸市空家等対策協議会で検討を行った。建築士等の専門家
のほか、区長等の市民目線からの意見を取り入れる事で、より実
情にあった形での内容の検討を行った。

③空家の景観に関す
る事例調査

・中心市街地を対象に空家の状態について事例調査を行った。
専用住宅だけでなく、店舗併用住宅もあり、様々な事例が調査で
きた。

④景観に関するアン
ケートの実施

・景観に関する判断は多様化してしまうため、市民の感覚や実情
に合わせた項目内容とすることを目指した。そのため、市民に対
し景観に関するアンケートを実施し、項目内容に反映させた。

(2)相続人調査マ
ニュアルの作成

①専門家との検討 ・専門家として、司法書士との検討を行った。マニュアル作成には
フロー図や事例等を掲載することで、わかりやすくした。

②職員での試行 ・相続人調査が未経験の職員にマニュアルを読んで、相続人調
査が行えるかどうか試行を行った。試行の結果を検討に反映させ
た。

【成果物】

①特定空家等判断基準に基づく調査票及びマニュアル
②相続人調査マニュアル
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小諸市 （小諸市空家等対策協議会、長野県、長野県司法書士会他） （別添）

【成果物の概要】

■特定空家等判断マニュアルの目次と参考写真 ■特定空家等判断基準に基づく調査票
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■目次
1 前提条件 3 参考

1.1 概要 3.1 本書中の用語等
1.2 本書の目的等 の解説

2 空家等調査判定要領 4 その他
2.1 調査要件 4.1 本書の著作権等
2.2 調査方法概要 について
2.3 1次調査
2.4 2次調査
2.5 追加調査

草木の繁茂の参考写真 柱の破損等の参考写真



小諸市 （小諸市空家等対策協議会、長野県、長野県司法書士会他） （別添）

【成果物の概要】

■相続人調査マニュアルの構成 ■ 調査内容
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１ 死亡日による相続制度の確認

２ 法定相続の場合相続人はいるか

３ 相続人の中に死亡している人はいるか

４ 相続放棄した人はいるか

５ 相続欠格者はいるか

６ 相続人から排除された人はいるか

７ 遺言書はあるか

８ 遺産分割協議の予定はあるか

９ 相続人に胎児はいるか

10 相続人に養子はいるか

11 相続人に行方不明者はいるか

⇒相続人が誰もいない（真に不存在）
⇒略式代執行や相続財産管理人制度へ

１ 相続制度の確認
２ 相続人調査手順
３ 相続人調査フローチャート
４ 応用ケース（事例検討）

■相続人調査フローチャート


